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リサイクル・ガイド
消費生活センター 485-0559

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受
け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分～
午後５時（午後４時～５時は 483-1151へ）。交渉は
当事者間で行い、結果は必ず同センターへ報告を。市
内在住の人対象。企業・営利団体は利用できません。
【あげます】▶ぬかみそ容器（陶磁器製、白色、ふ 
た付き）／縦23.5㎝×横15.5㎝×高さ10㎝　▶高
津中学校用バッグ（青色）　▶桐製衣装箱（２段重ね）／
縦41㎝×横100㎝×高さ24㎝　▶木製ベビーベッド／
縦120㎝×横70㎝　
【ゆずります・有料】　▶猫のエサ（カルカン、1.5 
㎏を３個）　▶猫のトイレ砂（ライオン製、臭いを取
る品、５ℓを２個）　▶日本文学全集（朗読版、ＣＤ10
巻）　▶カセットデッキ（ステレオコンポの一部とし
て使用するタイプ、シングルデッキ）
【ゆずって・有料】　▶振動ドリル　▶工業用ミシン 
（厚手の生地を縫えるもの）

■桑納川沿いに広がるひまわり畑
　７月下旬、市内を流れる桑納川の北側、桑納川公
園の近くにひまわり畑が広がっていました。このひ
まわり畑は、農林水産省から交付された、農業・農
村の有する地域資源の適切な保全管理を推進するた
めの「多面的機能支払交付金」を活用して、地元の
桑納地区保全活動協議会が植栽したものです。

●やっちもエントリーしています。
皆さんからの投票をお待ちしてい
ます。

本市消防隊員が８月 24日㈬の
全国消防救助技術大会に出場！

「印旛沼堀割普請　新川歴史まつり」
９月 11日㈰初開催

八千代市ご当地グルメ「八千代カレー」
今年もやります！

　６月２日、千葉県消防学校で開催された消防
救助技術千葉県大会に、本市消防本部の隊員が
出場し優秀な成績をおさめ、全国消防救助技術
大会へ出場します。
　本市消防本部から４種目14人の隊員が出場し
ました。ロープブリッジ渡過訓練では、第１位
と第４位に入賞しました。
　１位の角田将之消防士長は、８月24日㈬に
愛媛県松山市で開催される、全国消防救助技術
大会に出場します。
　全国の舞台での活躍を応援しましょう。

　印旛沼と東京湾を継ぐ新川の歴史について、パネ 
ル展示やアトラクションで紹介します。参加無料。 
雨天中止。
　▶日時　９月11日㈰午前９時～午後４時　▶場所 
総合グラウンド、新川周辺　▶申し込み・問い合わ 
せ　新川歴史まつり実行委員会（地域安心ネット事 
務局） 481-0109

　市内産の梨と八千代市の花「バラ」にかけた豚バ
ラ肉を使用したご当地グルメ「八千代カレー」が昨
年誕生しました。カレーライスだけでなく、麺類な
ど、16の店がオリジナルの八千代カレーを提供してい

☆申し込みが不要のイベント
①新川周辺史跡廻り健康ウォーキング大会　（午前 
９時～10時に村上駅前にて受け付け）　②報恩バザー
ル（午前11時～午後４時、総合グラウンド特設テン
ト）　天保期の印旛沼堀割普請の際に全国から駆け
つけた沼津・庄内・鳥取・貝淵・秋月のお手伝い普請五
藩にちなみ、感謝を込めた物産市や模擬店。
③スポーツフェスティバル（午後１時～４時）　▶パ 
ン食い競走、グラウンドゴルフ
☆事前申し込みが必要なイベント
　▶モッコ運び競走　９月９日㈮午後４時までに４ 
人一組で申し込み。先着20組　　　　（観光推進室）

店　　名 連　絡　先
1 北インド料理ＰＥＲＦＥＣＴＯ 455-3966
2 中華そば 金ちゃん 481-1157

3
定食と鉄板焼きの店

味工房くいくい亭
459-4276

4 ＴＯＯＮＢＯ ＣＡＦＥ 429-8389
5 南の島な BAR 食堂　ＡＳＴＹ 090-8041-4204
6 居酒屋わらいや 483-8430
7 いこいの店 喫茶Ｒiо 750-1512
8 Ｓmile Ｋitchen 八千代中央 090-8068-9439

9
スマイルデイズ

道の駅やちよ店
489-5761

店　　名 連　絡　先

10 遊食酒房 きんしゃい 485-3389

11 アートカフェ猪野商店 482-8885

12 貝殻亭 ガーデンサロン 409-2040

13
ランドローム

フードマーケット勝田台店
043-460-6011

14 麺や食堂 虎太郎 487-0088

15 お好み焼き くらしき 485-2100

16 さわ田茶家 486-3311

ます。このイベントは８月10日㈬～９月末の期間限定で
下記の協力参加店舗で行っています。持参すると割
引きされるチラシも配布中です。詳しくは、各店舗
へお問い合わせください。 　　　　　　　（商工課）

■「八千代カレー」参加店
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▲水平に展張された渡過ロープ20メートルを往復する訓練です
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